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出所）第５回需給調整市場検討⼩委員会（2018.7.31）資料3
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

本⽇の議題



3本⽇の議題

課題 これまでの議論の⽅向性 ⼩委における論点

2-1 ⼀般送配電事業者間の
契約・精算プロセス

 精算に必要なデータ（エリア情報、
価格情報等）はシステムから抽出

 kWh単価がインバランス制度の
基準となることを踏まえたTSO-
TSO間の精算の考え⽅

3-1
⼀般送配電事業者と発電・
⼩売事業者間の契約・精算
プロセス

 ΔkWは調達段階の商品区分で
精算

 kWhはユニット単位のkWhで
V1/V2単価により精算

 TSO-BG間の契約・精算プロセス
およびスケジュール

 アグリゲーターに係る計量⽅法と
精算⽅法

3-2 余⼒活⽤に係る具体的な
仕組み

 年初に公募に基づく契約を⾏う  容量市場におけるリクワイアメント等
を前提とした余⼒活⽤の具体的な
仕組みの検討

 kWh単価の登録および変更時期

3-7 事前審査

 事前審査の考え⽅
・内容、⽅法、時期・頻度
・容量市場の事前審査との関係

 アグリゲーターについて特に取り決め
ておかなければいけない項⽬の整理



4本⽇の議題

課題 これまでの議論の⽅向性 ⼩委における論点

3-8
確実な需給バランス調整を
⾏うために必要となるリクワイ
アメント

 調達時、運⽤時に求められる責務
 容量市場におけるリクワイアメントと
の関係

3-9
リクワイアメントに対するアセス
メントと実効性を確保するた
めのペナルティ

 アセスメントの考え⽅
（実施⽅法、時期など）

 ペナルティの考え⽅



5（参考）需給調整市場におけるリクワイアメント

出所）第８回需給調整市場検討⼩委員会（2019.1.24）資料5
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_08_haifu.html



6海外事例の調査結果および得られた⽰唆・⽅向性（１／３）

項⽬ 海外事例調査結果 ⽰唆・⽅向性

事
前
審
査

必要性

• TSOの指定した試験を実施し、TSOによる
承認が必要（5/5か国）

• リクワイアメント（商品の要件※を満たした上で
指令に応じる義務）を果たせるかどうかを事前
に確認しておく必要があるのではないか。
※応動速度、継続時間、変化量等

評価⽅法

• 試験発動の実施等、あらかじめ定められた評
価⽅法で商品毎に異なる⽅法で事前審査
を実施（４/5か国）

• データ未確認（1/5か国）

• 試験信号パターンをそれぞれ設定する等、商
品毎に評価⽅法をあらかじめ決定しておく必要
があるのではないか。

 各国の需給調整市場における事前審査・アセスメントに関する事例調査結果および各項⽬において得られた⽰唆お
よび検討の⽅向性については以下の通り。

 調査対象国はイギリス、フランス、ドイツ、ベルギー、アメリカの計５か国。



7海外事例の調査結果および得られた⽰唆・⽅向性（２／３）

項⽬ 海外事例調査結果 ⽰唆・⽅向性

ア
セ
ス
メ
ン
ト

必要性
• 応動実績に対してアセスメントを実施
（5/5か国）

• リクワイアメント（商品の要件※を満たした上
で指令に応じる義務）を果たせたかどうか確
認する必要があるのではないか。
※応動速度、継続時間、変化量等

評価⽅法

• 多くの国で直前の需要値若しくは直後の予測
値等の基準点を設けた上で、基準点と応動
実績の差分と指令信号との相関を評価
（例︓仏Ｒ１では周波数変動および応答速
度の相関を評価）

（5/5か国）
• 各国で設定している基準点は以下の通り。
 三次相当︓主に5〜30分前直前負荷等
 ⼀次・⼆次︓主に5〜30秒前直前負荷等

• 評価にあたっては、商品毎に何らかの基準が
必要であることから、基準点の設定を検討す
る必要があるのではないか。

• 基準および応動実績の差分が指令信号と合
致しているか等の追従性に関する評価⽅法に
ついても検討する必要があるのではないか。

• 基準の設定にあたっては、⾼速の商品ほど現
在の需給状態からの変化を求められることも
考慮する必要があるのではないか。

データ送信

• 各国ともにリアルタイムでデータを送信
• 実績のデータ送信周期は商品毎に異なってお
り、⾼速な商品ほど周期は短い。
（5/5か国）
 三次相当︓15秒〜15分周期
 ⼀次・⼆次相当︓1〜10秒周期
※⼀部オフライン有り

• 商品毎に応動速度が異なることを踏まえた上
で、指令信号への追従性が評価可能な時間
粒度のデータを計測する必要があるのではない
か。

• 商品毎に定められた頻度で⼀般送配電事業
者に応動結果を送信する必要があるのではな
いか。



8海外事例の調査結果および得られた⽰唆・⽅向性（３／３）

項⽬ 海外事例調査結果 ⽰唆・⽅向性

計
量
地
点

受電点
or
機器個別

• 機器個別で計測
（三次相当︓3/5か国）
（⼀次・⼆次︓4/5か国）

• 受電点で計測
（三次相当︓3/5か国）
（⼀次・⼆次︓3/5か国）

• 機器個別の場合、サブメーターの設置や
単線結線図の提出を義務付けることで不
正を防⽌（2/5か国）

• 機器個別計測とする場合は、不正防⽌策が
必要ではないか。

• 不正防⽌策の策定を前提に機器個別計測に
ついても検討の余地があるのではないか。

• なお、受電点については従来通り引き続き許
容することとする。

計
量
機
器

応動評価⽤の
計量器の要件

• TSOが認証もしくは指定したメーター
（三次相当︓3/5か国）
（⼀次・⼆次︓5/5か国）

• 法定の検定メーター
（三次相当︓1/5か国）
（⼀次・⼆次︓0/5か国）

• 細かな粒度で計測できるメーターを設置し
ており、kW値を計測している。

（4/5か国）
※ベルギーのみ三次は15分kWh値

• より細かな粒度で計測する必要があること既存
のkWh計量器では計測が困難なため、新た
な計量器を定める必要があるのではないか。

• 調整⼒の応動評価にあたっては、kW値の計
測が必要ではないか。

• 新たな計量器の検討に当たっては、法定メー
ターとするのか、TSO指定のメーターとする等、
何らかのスペックを指定する必要があるのでは
ないか。

分散リソースの計量
（調査中） • 計量⽅法および実績の集約等について何らか

のルールを定める必要があるのではないか。



9検討にあたっての留意点

 需給調整市場では、系統運⽤上重要な役割を担う調整⼒を取り扱うことを念頭に置く。（調整⼒の誤差は、他の
調整⼒で補う他ない）

 計量法の扱いによって対応が変わる事項が発⽣する可能性が有る。
 事前審査は参⼊するリソースの商品の要件への適合について確認することを⽬的としていることから、過去に同様の
審査を実施しており既に必要な要件を満たしていることが確認されている場合は、過去データによる審査⽅法も検
討する必要がある。
※全ての発電機に事前審査をすることに意味があるのではなく、参⼊する発電機が必要な要件を満たしていることを
確認することに意味がある。

 新たなリソースであるDSRは需要抑制をリソースとしている⼀⽅、VPPはリソース（発電機or需要）をアグリゲートし
て参⼊する。これらの特性は切り分けて議論する必要がある。

 DSRは需要を制御するという特性上、基準をどうするか、インバランスと調整⼒発動をどう切り分けるのか、とい
う点に課題がある。

 他⽅、VPPは多くのリソースをアグリゲートするため、多くの細かなリソースをどう計量・評価するのかという点に課
題がある。



10（参考）調整力の応動評価について

種別 応動 求められるもの 評価の考え⽅

調整⼒

中給からの指令値に従って随
時出⼒を変化

今の需給状態※からの変化
※現時点の需要及び供給値

指令に対して追従できているかどう
か

供給⼒
あらかじめ策定した需要計画
および発電計画に沿って⾃ら
発動

計画通りの出⼒ あらかじめ策定した計画通りの動き
であるかどうか（30分単位の
kWh）

 指令値は時々刻々と変化する需給状況に応じて変化するため、指令値をあらかじめ把握することはできない。
 調整⼒には、都度変化する指令値に応じて正確に応動することが求められる。
 このことから、需給調整市場において調整⼒の発動後にその応動を評価するにあたっては、指令値に対する追従
性が重要な要素となる。



11まとめ

 今回、海外における需給調整市場のアセスメントに関する調査結果を整理した。
 これらの調査結果を踏まえつつ、2021年度の需給調整市場の開設に向けて、次回以降の本作業会および需給
調整市場検討⼩委員会において、まずは三次②のアセスメント⽅法について検討する。


